
 

新
南
市
民
セ
ン
タ
ー
の
基
本
設
計
に
つ
い

て
は
、
昨
年
12
月
20
日
に
開
催
し
た
市
民
説

明
会
に
お
い
て
、
整
備
基
本
計
画
と
の
変
更

点
等
の
ご
説
明
を
し
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
行
政
内
部
で
の
意
見
徴
収
を
経

て
、
作
業
も
最
終
段
階
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
諸
室
の
仕
様
や
設

備
へ
の
要
望
が
多
く
、
市
民
説

明
で
示
し
し
た
案
か
ら
変
更
し

た
点
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

こ
の
基
本
設
計
に
基
づ
き
、

来
年
度
は
詳
細
設
計
を
進
め
て

い
き
ま
す
。 

 

■
整
備
基
本
計
画
と
の 

 
 
 
 
 
 

主
な
変
更
点 

❶
３
階
建
て
か
ら
２
階
建
て

に 
 

３
階
建
て
か
ら
２
階
建
て
へ

の
変
更
は
、
建
物
の
高
さ
が
周

辺
住
宅
の
日
照
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
、
詳
細
な
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
結
果
、

北
側
住
宅
へ
の
日
影
の
影
響
が

大
き
い
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と

に
よ
り
ま
す
。 

 
ま
た
、
機
能
に
つ
い
て
は
基

本
計
画
で
示
し
た
諸
室
・
機
能

を
可
能
な
限
り
確
保
す
る
た

め
、
２
階
部
分
を
水
平
方
向
に

拡
げ
る
な
ど
配
置
を
工
夫
し
、

必
要
な
機
能
を
維
持
し
て
い
ま

す
。 ❷

水
路
上
部
の
利
活
用 

 

水
路
上
部
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
構
造

物
の
安
全
性
や
必
要
と
な
る
改
修
費
用
を
検

証
し
た
結
果
、
現
段
階
で
は
駐
車
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
判

断
し
、
整
備
対
象
か
ら
外
し
た
も
の
で
す
。 

駐
車
台
数
の
減
少
へ
の
対
応
は
、
既
存
ス

ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
将

来
的
な
水
路
更
新
等
の
機
会
を
捉
え
、
駐
車

場
確
保
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

 

■
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

【
実
施
設
計
】
８
年
度 

 

基
本
設
計
に
基
づ
き
詳
細
な
設
計
を
作
成

し
ま
す
。 

 

整
備
基
本
計
画
策
定
時
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
昨
年
12
月
に
開
催
し
た
市
民
説
明
会
等

で
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
各
諸
室
の

広
さ
、
使
い
勝
手
、
設
備
な
ど
幅
広
い
意
見

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
意
見
に
つ
い
て
は
、
事
業
費
や

構
造
上
の
制
約
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
設
計
作

業
の
進
捗
の
中
で
、
反
映
の
可
否
を
含
め
検

討
し
て
い
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
令
和
８
年
度
に
は
、
鶴
ヶ
島
文
化

会
館
の
除
却
・
解
体
工
事
も
実
施
し
ま
す
。 

【
工
事
】
９
～
10
年
度 

 

２
か
年
か
け
て
工
事
を
施
工
し
、
令
和
11

年
３
月
ま
で
に
は
全
工
事
を
完
了
さ
せ
る
予

定
で
す
。 

【
開
館
】
11
年
度 

 

令
和
11
年
度
の
上
半
期
に
は
、
新
施
設
を

開
館
し
ま
す
。 
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基
本
設
計
が
完
了
へ
、
８
年
度
に
実
施
設
計 
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断面図 

※ピロティ：1階に壁がなく、柱だけで外部に開かれた空間を持つ建築形式  



おいしいやきいもとランタンづくり 

1月31日(土)、鶴ヶ島第二小学校区地域支え

合い協議会（子ども委員会）との共催で「やき

いもとランタンづくり」が開催されました。当日

は、子どもやファミリー

など、多くの参加者で

賑わいました。参加者

は思い思いのデザイン

で色とりどりのランタ

ンを制作しました。 

地域でハタチを祝いました 

１月11日(日）、鶴ヶ島市成人式が

挙行されました。南市民センター

（藤中学校区）会場には134人の

出席があり、会場のあちらこちら

に旧友や恩師との再会を笑顔で

楽しむ姿がありました。また、式典

では、成人者を代表して、渋谷朋

世さんから「成人式誓いの言葉」

が読み上げられました。健全会員や地域協力者などの協力によ

り、地域で新成人を祝うことができました。 

第二地区青少年健全育成推進協議会（会長：砥川武雄）は、鶴ヶ島第二小学校・藤小学校・藤中学校区内の団

体や個人が会員となり、青少年の健康や安全な成長を推進するために、防犯活動・非行防止の啓発活動・地

域交流活動を行っています。令和7年度下半期にも様々な事業を実施しましたので報告します。 

むかし遊びを体験！ 

10月4日(土）、南どんぐりまつりと同時に「やってみよう！むかし遊び」を開

催しました。当日は、健全会員や協力者など8人が子どもたちに遊び方を教

えたり、一緒に楽しんだりしました。 

子どもたちは、パパ・ママ世代、おじいちゃん・おばあちゃん世代が遊んでい

たおもちゃ（輪投げ、お手玉、けん玉、めんこ）やスーパーボールすくいで楽し

いひとときを過ごしました。 

パトロールで危険な箇所を確認 

12月22日（月）、健全会員など35人（藤中生徒16人を含む）が参加して、年末巡回

パトロールを実施しました。参加者は、3つのグループに分かれて地区内3コースを

パトロールし、道路の陥没、見通しの悪い場所、気が付いた点などの情報を共有。そ

の後、市に報告し、可能な箇所は改善につながりました。 

笑顔あふれたイルミネーション点灯式イベント 

２月７日（土）、鶴ヶ丘児童公園でバレンタイン・イルミネーション点

灯式イベントが開催され、健全の会員９人が運営スタッフとして参

加しました。 

点灯前の明るい時間帯は子ども中心のイベントで、人気者つるゴ

ンとのじゃんけん大会は大盛り上がり。また、会場に設置された４

０個のランタンは、地域の子ども達が１月３１日（土）開催のイベン

トで作成したもので、会場の雰囲気づくりの一役を担いました。 

●簡単操作で施設への抽選や予約申込、使用料の支払いをオンラインで行うことができます。 

●窓口での現金払いの他、クレジットカード・PayPay・コンビニ支払いが選択できるようになりました。 

●窓口でのみ受付していた個人使用や目的外使用は、予約から支払までシステムでできるようになりました。 

※初めて南市民センターを使用する場合、施設の登録が必要になりますので必ずご来館ください。使用目的や内

容等によっては、施設を使用できない場合もありますので、来館する前にお問い合わせください。なお、登録には

お時間がかかりますので、時間に余裕をもって市民センターへお越しくださいますようお願いいたします。 

第二健全コーナー 

市の公共施設の予約を行う施設予約システムが

新しくなりました！ 


